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エクステリアに適した高機能性LVLの技術開発 

 

 
 

エエククスステテリリアアにに適適ししたた高高機機能能性性ＬＬＶＶＬＬのの技技術術開開発発  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

含浸量の推定 

低分子フェノール樹脂溶液中への浸漬時間から、樹脂

溶液濃度別のロータリー単板への含浸量の推定が可能

である。 

高機能性LVLの製造フロー 

耐候性・耐久性の高い低分子フェ

ノール樹脂の含浸技術の開発 

自己接着技術と評価技術の開発 

応力拡大係数測定による耐久性評価

技術の開発 

エクステリアは切札 

高い機能性のニーズ 木質材料の多様化 

低質資源有効利用の期待 

高機能性のLVLの開発 

国産材需要の低迷 

地域材の需要拡大 

アカマツ低質材の有効利用促進 
高耐久型エクステリア製品の開発 
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背景と目的 

アカマツ材は一般的に小径で曲がり、節が多いことから、エレメントが大きい製材品や集成材を製造しても、

有効利用が進まないのが現状です。本研究では、短尺丸太でも利用でき、かつ単板の薬品処理で機能化が容易な

LVLに着目しました。フェノール樹脂は耐久性・耐候性に優れることから、この樹脂を含浸処理した単板を用い

て、圧締時に押出する樹脂により接着させる自己接着法での高機能性LVLの製造方法を開発しました。また、エ

クステリア部材に適した割れに関する強度の変動を指標とする品質評価技術を開発しました。 
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高機能性LVLの試作例 

単板の樹脂含浸処理と高い圧縮率を設定するこ

とで、LVLの曲げヤング係数、曲げ破壊強度及び

塑性域を増大させることが可能である。 

煮沸－乾燥処理を１０回繰返した後の接着性能 

自己接着法は接着剤の塗布を省略できる利点を

有する。接着層の評価に破壊力学的手法を適応

することで、層間剥離の有無だけではなく、そ

れが発生しやすいかどうかも判定でき、耐水処

理や煮沸-乾燥繰返処理に対しても安定してい

ることから、接着信頼性は高いものと評価でき

る。 

（フェノール樹脂液濃度３０％） 

煮沸－乾燥繰返し処理下の応力拡大係数の変化 

促進劣化処理に伴う応力拡大係数の変化を測定する

ことで、エクステリアの釘、ねじ、ボルト等の接合

部に発生する割れ等の損傷を評価できる。 

成果の活用面・留意点 

（１）応力拡大係数が最大４倍に強化できること

から、この特性を最大限に活かしたエクステ

リア製品の開発が期待される。 

（２）製品から部材を回収し、高温で焼成すれば、

ウッドセラミックスとしてリサイクルでき

る。 

（３）製造法は、一部層を直交配置、あるいは繊

維クロスと複合化する新材料の開発にも応

用できる。 
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